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自生環境

生育を脅かす要因

関東地方以西の雑木林などに生える、 高さ５ｍほどの常緑樹で
す。 同じ仲間で中国原産のトウネズミモチとともに、 庭木や公
園樹としてもよく植えられています。 果実を鳥さんが食べてあち
こちにタネを運び、 いたるところで育ってしまっているため、 本
当の自生かどうかの区別ははっきりしなくなっています。

今の雑木林は、ササ類が繁茂してすっ
かり荒れてしまい、 さらに伐採や造
成などで失われつつあります。 また、
中国原産のトウネズミモチが野生化し
ていて、 その影響も心配です。

　中国原産のトウネズミモチは、 丈夫で成長が早い
ことから街路樹や公園樹として広く植えられてい
ます。 果実がなっていれば一目瞭然ですが、 果実
の無い時期は葉を太陽などの光にかざして識別し
ます。 葉脈の細かいところまで、 はっきりと透けて
見えればトウネズミモチです。 一方で中心脈は透け
て見えるものの、それ以外の細かい葉脈がほとん
ど透けないのがネズミモチです。

トウネズミモチとの見分けかた

市内全域に見られますが、
中国原産のトウネズミモチ
に比べると数は少なめで
す。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

山林、林縁、神社など

秋から冬にかけて、 やや細長いかたちの果実が青黒く熟します。
名前は果実をネズミの糞に見立てたことにちなみます。 トウネ
ズミモチの果実はまん丸なので、 果実期の識別は簡単です。

葉は硬くて光沢があり、 つぶすと 「青りんご」 に例えられるよ
うな独特の甘酸っぱい匂いがあります。 花期は５～７月頃で、
枝先に小さな白い花を多数咲かせます。 花は匂いが強く、 多く
の虫さんが蜜や花粉を求めてやってきます。
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果実は少し細長いかたちで、
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初夏、 枝先に
小さな白い花を
多数咲かせる

花が咲くとゴムのような
不思議な香りがあたりに漂う
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